
図1．タイの地図：南北に約1，800㎞の国土。北部は比較的涼しい
が、酪農場はバンコク周辺に分布する。

タイ 日本
経産牛頭数 28万頭 80万頭
1kgあたり乳価 72円 93円（北海道）
生乳生産量 106万t 745万t

表1．タイの酪農概況

成績 目標 備考
初産分娩月齢 29～32 27
分娩間隔（日） 470 365
305日乳量（kg） 3，889 2～3割が5，000kg超
乳脂肪率（％） 3．64 20％の農家は3．35％未満
乳タンパク質率（％） 3．17 50％の農家は3．0％未満

表2．タイ酪農の生産成績

1．はじめに
前号ではベトナムの酪農について紹介させていただ

きましたが、本号ではタイの酪農について紹介します。

2．タイについて
タイの国土面積は日本の約135％、人口は約6，700万

人です。気候は熱帯モンスーン気候であり、トウモロ
コシは2～3期作、稲は2期作が可能です。作物には
有利ですが牛にとっては厳しい気候です。

インフラはベトナムと比較すると格段に整っている
と言えます。バンコクから北へ400km移動しましたが、
この間は整備された高速道路のような印象でした。酪
農場は中央部に集中するとはいえ、その範囲はベトナ
ムと比較してかなり広いようです。
国民1人あたりGDPは9，874＄／年（約120万円）で

日本の約1／4であり、ベトナムと比較すると多いで
すが、発展途上であることが伺えます。しかしながら、
畜産物消費は一般的に浸透しており、学乳も実施され
ています。

3．タイの酪農概況
表1にタイの酪農概況を示します。ベトナムと比較

して産業規模は大きいものの、人口に対する生産量の
比率は非常に少ない状況です。

しかし、タイは今回私が訪問した3か国では最も酪
農支援体制が整っています。現国王は酪農業に従事し
た経験もあるようで、王室の酪農に対する理解が深い
と聞かされました。そのためか、国が資金を投入する
酪農支援組織が複数あり、系統立ったトレーニングも
実施されているようです。末端においても、酪農組合、
およそ200ヵ所の集乳所、乳製品加工工場、国による精
液の補助、飼料集積場（農家が生産した濃厚飼料原料
を集積する）、削蹄師、授精師、獣医師等の体制が整っ
ていました。TMRセンターの設立も増えてきているよ
うです。

表2に生産成績を示します。これは複数の酪農支援
組織の調査に、現地の大学教授が掲げた目標を併せた
ものです。前述のとおり支援体制が充実しているため、
技術普及も比較的進んでおりながら、ベトナムと同等
の成績であるのはなぜか？この疑問は現地を視察する
とすぐにわかりました。

4．酪農経営と現地視察
（1）酪農経営
大半が家族経営で、20～50頭規模の経営が多く、100
頭を超えると大規模であるということでした。授精作
業を請け負うなどする酪農家はいるようですが、ほぼ
全て専業経営です。個体乳量が低いために売り上げの
8～9割が経費でなくなるということです。米作に転
換するという選択肢はあるのですが、酪農ほど支援が
充実しておらず、こちらの方が経営は厳しいというこ
とでした。

タイの酪農事情

技術推進室 清水 友
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品目 価格（／kg） 備考
イナワラ 8 主要な粗飼料
ネピアグラスサイレージ 12 利用は少ない
TMR 24 利用は少ない
配合飼料 40
DDGS ※ 52 輸入
トウモロコシフレーク ※ 一部輸入
乾燥キャッサバ ※ 国産
ライスハル ※ 国産
大豆粕 ※ 輸入
パームミール ※ 国産
ビール粕 無料のものも流通
ウィスキー粕 一部輸入

表3．タイで利用されている飼料と価格

※印は配合飼料の原料として用いられるもの

（2）給与飼料について
表3にタイで利用される一般的な飼料と価格を示し

ます。今回のツアーで分かったのですが、世界中で流
通する飼料の価格は船賃以外では差がつかないため、
思いのほか高価です。粗飼料やTMRの価格も高く、個
体乳量が低ければ利益が得られにくいということは納
得できました。
タイ酪農が抱える大きな問題が2つあるのですが、

その1つはイナワラを主要な粗飼料として使用してい
ることです。グラスサイレージの利用は稀であり、穀
実生産に面積を割いているため、デントコーンサイレ
ージも不足しています。これが生産成績を制限する最
大の要因と考えられます。

（3）機械、施設
トラクターの普及が進んでおり、耕起や播種はほぼ

すべて機械作業です。ミルカーは普及していますがパ
イプラインの普及がなく、バルククーラーも少ないよ
うです。搾乳システムのパーツを輸入して地元の業者
が組み立てるようですが、必要なパーツが欠如してお
りメンテナンスが行き届いていません。
大きな問題の2つ目は、牛舎の整備が遅れているこ

とです。今回訪問した全ての牧場が同様の飼養環境で
した。それは連動スタンチョン付の飼槽兼飼料庫兼パ
ーラーが1棟あり、あとはパドックに日よけがあると
いうスタイルです。せめて飲水箇所と日よけの拡大は
実施してほしいものだと感じました。
（4）技術的な問題点は
技術的問題点を現地の技術者に尋ねたところ、①粗

飼料の品質（イナワラ主体である）、②アシドーシス、
③口蹄疫、④疥癬、⑤繁殖が挙げられました。繁殖に
ついては卵の質が悪く、受胎しないようです。熱帯気
候も大きな影響を及ぼしますが、粗飼料の品質を改善
して、栄養充足を図るべきでしょう。
（5）現地の酪農場視察
写真1に示すのが酪農現場で唯一の施設です。ここ

で搾乳と給餌を行います。写真2に示すのは、牛が1
日の大半を過ごすパドックと日よけです。どの牧場も
日よけが小さく、日本では経験できない猛暑でしたが、
牛は強烈なストレスを受けていました。写真3に示す

ように、TMRセンターから配送されるTMRは非常に
品質が良かったです。コストメリットを調査している
最中ということでしたが、成果が得られればタイ酪農
の発展に貢献する可能性があると感じました。

5．所感
今回確認したタイ酪農のストロングポイントは、①

高い乳価、②支援体制の充実であり、ウィークポイン
トは、①施設の不備、②暑熱対策の不備、③粗飼料の
品質が悪い、の3点でした。
酪農経営は厳しいと聞かされましたが、乳価と資材、

人件費のバランスから考えると十分に儲かる産業だろ
うと想像できます。生産を増やすには、穀実トウモロ
コシ生産を制限して粗飼料を作付することが必要と感
じました。また製造副産物も手に入るようでしたので、
サイレージ加工技術も必要でしょう。
次号では中国酪農の概要についてお伝えします。

写真1．飼料庫兼飼槽兼パーラー。酪農現場で唯一の施設である。1
日2回搾乳であり、その際に給餌する。粗飼料の飼槽はパド
ックに設置されていた。

写真2．パドックに設置された日よけ。どの牧場も日よけが狭い。訪
問時は43℃あったが、牛は強烈な暑熱ストレスを受けてい
る様子。

写真3．TMRセンターから購入したTMR。品質は良い。TMRセンタ
ーが増えてきているとのこと。
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